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日本人に固有の感受性領域を同定し、欧米の糖尿病とアジア人の糖尿病との差異を説

明する結果を得たことで、糖尿病患者の層別化と治療指針を与えるような成果につなが

る可能性が高い。精密な病気分類を施した上で、重症腎症かつ重症網膜症の症例を「合

併症ケース」として大規模 GWAS を行い、オッズ比２－３のゲノム領域を見出したこ

とは、今後の臨床的意義を評価することにつながるであろう。 

薬剤反応性の予測法の確立においても、GLP1R の T2D との関連を初めて示したこと

は、今後の展開に道を開いたと評価できる。若手研究者に対して、システマティックな

トレーニングが実施されているが、実質的な貢献やキャリアパス支援への具体的な活動

も、継続して実施されることを期待する。


